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1 令和2年度第5部研修要領

在外公館の館員として支障なく任務を遂行することができるよう、

語学力の充実のほか、在外公館勤務の一般的心得及び知織・教養を高

めること。

自令和之年g月 フ日（月）

至令和2年11月eO日（月）

（1）研修目的

（2）研修期間

(S)研修概要

ア開講式

修了式

イ語学研修

9月 了曰（月） 11時10分

11月30B(月) 17時OO分

9月24日（木）～11月soB(月）

122時限（調整中。 1時限BO分。詳細は（5）参照）
1

全て在宅でのオンライン研修。
､ ー

ウ外務講義 9月 7日（月）～11月S0B(月）

52時限（調整中。 1時限80分。詳細は(6)参照）

在宅でのオンライン講義を基本とする。集合研修は外務省研修所（1階講

堂）においてグループ毎に行う。

任国事情ブリーフ

課外活動

配偶者研修

実地研修(JAXA,外交史料館、領土・主権展示館他。実施可能となった場合

は別途案内）

米国国務省日本語研修所研修員との懇談（調整中。対象研修員のみ）

工その他

－2－‐
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(4)研修日程概要(令和2年度第5部研修） 2020/9/4
研修日程は以下のとおりです。
自主研修を､外務鯖稜に変更する可能性があります。
日程変更は､Teams内に掲戦します｡各自ご確麗ください。
購積により､開始･終了時間が異なる場合があります｡<臓義日程を必ず確腿のこと）

研修場所： 在宅でのオンライン研修を基本とする｡集合研修の場合､研修所(相模大野)で実施する。 【実地研修を除く】

時限:(基本パターン） ●外務講義がある場合●語学研修がある場合
第1時限09:30～10$50第1時限09:30～10:50 (火）謀外活動華道16:30～
第2時限11:10～12:30第2時限11:00～12:20 〃 茶道17m～
（昼休憩60分) (昼休憩70分) (水）腺外活動茶道17:00～
第3時限13:30～14:50第3時限13:30～14:50
第4時限15』10～1“0第4時限15;00～1＆20
第5時限16:50～17:50第5時限16:30～17:50 も

★鵠学研修
一

木

●鯛整済みの外務講義
金 I土月 火日 水 隠学

09月’
8日

遇 7日

研修概要等説明

開説式

●所長講話

●外務省の組織と任務
●心構えとい理､ハラスメント対簾

施股･警備説明

,自主研修(合宿棟の脱明）

8日 。

●国際法と外交

●外交･領事関係の特檀･免除

●日本外交史

●安全保障政策

●情報通信システム

9日

●地域規模課題政策

●国連外交

●軍縮･不拡散

●対米外交

自主研修

1 10日．

●対アジア大洋州外交①

●対アジア大洋州外交②

●対アジア大洋州外交③●

●対中南米外交

自主研修

11日．

●対欧州外交①

●対中東外交

●戦後処理｡歴史記織

●領土｡主権をめぐる対外発慣

●健康管理

12日

巳

1
1

9月

13日

14日

情報収集

●対アフリカ外交

●開発協力政策

●在外公館の運営

●対欧州外交②

週2 15日

●赴任準備

●在外勤務の橿利厚生と在外保険

●テーブルマナー

●プロトコールとエチケット

自主研修

16日

●広報文化外交

●経済外交

●現代日本文化

●地方連携

自主研修

17日

●語学学習法①

●脂学学習法②

●世界の宗教比較①

●世界の宗教比較②

自主研修

18日

●外交史料

●文書管理･個人傭報爆瞳

●メンタルヘルス

●日本酒

自主研修

〈英膳クラスオリエンテーション）

19日 0

9月

20日

週 21,日 22日3 23日 「

●領事業務総遥

●次官講話

●危機管理･緊急時対応

●便宜供与

寵学研修／研修設備鋭明

24日

★

★

自主研修

●在外公館警備･安全対策

●情報防渡

Aグループ

25日 26日 6

修

★
★
★
★
詞自

ロ

I

敬老の日 秋分の日

｜
’

9月

27日

28日

★

★

自主研修

●在外公館警備･安全対策

●情報防膜

Bグループ

週 29日4 30日 10月1日

★

★

自主研修

●在外公館警備･安全対策

●情報防腫

Cグループ

2日 3日 14

★

★

●華道

自主研修

自主研修 修

★
★
★
★
銅自 修

★
★
★
★
郵自

I 華道①茶道① 茶道①

10月

4日

5日

★

★

自主研修

●在外公館警備･安全対策

●情報防腫

Dグループ

【任国事情ブリーフ①】

週 6日5 7日 8日 9日 10日 8

★

★

自主研修

自主研修

自主研修 修

★
★
★
★
劃自

（日程鯛整中）

配偶者研修

第5部研修員は自主研催

（日程調整中）

配偶者研修

第5部研條員は自主研催

覇華道②茶道② 茶道② 一一 一型 r口一 L■

10月

11日

12日

★

★

自主研修

自主研修

自主研修

【任国事憤ブリーフ②】

週6 13日 14日 15日

★

★

自主研修

自主研修

自主研修

【任国事情ブリーフ③】

16日 17日 14

★

★

自主研修

自主研修

自主研修 修

★
★
★
★
銅自 修

★
★
★
★
鋼

．
自

｜

’華道③茶道③ 茶道③

写

－3－
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価

胆

土I X金 冒学

14

木水火月
・

・

一

24日23日22日

★

★

自主研修

自主研修

自主研修

【任国事憤ブリーフ予備日①】

10月

28日

21日20日

★

★

SNS情報発信強化(未定）

自主研修

自主研修

19日

★

★

自主研修

自主研修

自主研修

【任国事情ブリーフ④】

7週

・
修

★
★
★
★
銅自修

★
★
★
★
郵自

茶道④華道④茶道④
31日 1430日29日28日27日10月

25日

26日

★

★

自主研修

自主研修

自主研修

【任国事怖ブリーフ予備日②】

8週

修

★
★
★
★
銅自

★

★

自主研修

自主研修

自主研修修

★
★
★
★
劃自

★

★

自主研修

自主研修

自主研修

1

1

茶道⑤華道⑤茶道⑤
7日 126日5日4日3日胴

日
１
１
2日9週

修

★
★
★
★
鋤自

★

★

自主研修

自主研修

自主研修修

★
★
★
★
認自

★

★

自主研修

自主研修

自主研修

文化の日

茶道⑥ 茶道⑥(火暇クラス）

14日13日 1412日11日10日11月

8日

9日10週

修

★
★
★
★
鋤自

★

★ ．

●テロ対策研修

●日本企業支援

自主研修修

★
★
★
★
銅自

★

★ ・

自主研修

自主研修

自主研修

★

★

自主研修

自主研修

自主研修

叶

華道⑥茶道⑦ 茶道⑦

21日 1420日19日18日11月

15日

17日16日11週

修

★
★
★
★
劃自

★

★

自主研修

自主研修

自主研修修

★
★
★
★
識自

★

★

自主研修

自主研修

自主研修

★

★

自主研修

自主研修

自主研修

茶道⑧華道⑦茶道⑧
28日27日

★

★

茶道

（茶道修了証授与式）

自主研修

1026日25日11月

22日

24日

★

★

自主研修

自主研修

自主研修

23日12週’

I

修

★
★
★
★
郵自

★

★

自主研修

自主研修

自主研修

勤労感期の日

華道⑧

5日4日 23日12月1日 2日11月

29日

30日13■

★
★
評
誹
羅

|経晴協力担当官研修

| (”の是非臓鰻豊騨が判鰯）
’

経済協力担当官研修

(開閉の是非は担当媒が判断）

インフラ輸出研修

|癖.《'比毛･ IKjf･皇」 !ご ’1； !l ･’

経済協力担当官研修
《開園の是非は担当鐸が判断）

闘匪
12日11日 122

媚学

合計

10日9日8日

b ロ q

広報文化担当官研修広報文化担当官研修
１
１

(開鯛の是非Iま担当課が判断）棚繍のk-卯は担当岬が判断)

I

日59r
、

◆領事研修:令和3年1月(調整中)､オンライン研修を予定

－4－
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(5)語学研修ア語学ｸﾗｽ編成

〉

－5－

語学ｸﾗｽ
(計37クラス》

赴任予定公館 （9言語）
ー、

英語

(A～M)

中東

アフリカ

アフガニスタン大

イスラエル大

イラン大

オマーン大

ﾄﾙｺ大

ヨルダン大

レバノン大

エジプト大

エチオピア大

ケニア大

ザンビア大

ボツワナ大

南アフリカ大

仏語

(A･B)

欧州

アフリカ

フランス大

ベルギー大
■●

ニジア大

独語

(A～C)

欧州、 スイス大
●

独大

デュッセルドルフ総

西語

(A～C)

中南米

欧州

アルゼンチン大

チリ大

パラグアイ大

ペルー大

ボリビア大

メキシコ大

ラスパルマス総

五
口
、
ソ

倉
瞬
ｃ《

露
仏

欧州 ウクライナ大

カザフスタン大

タジキスタン大

ロシア大

ウラジオストク総

サンクトペテルブルク鯰

ユジノサハリンスク総

中国語

(A-E)

アジア 中国大

青島鍔

上海緯

渚陽総

台湾｡台北事務所

韓国語

(A･B)

アジア 韓国大

釜山総

葡語 中南米 ブラジル大

伊語 欧州 イタリア大

語学ｸﾗｽ
(託37クラス）

赴任予定公館 (9言語〉

英語

(A～M)

アジア

大洋州

北米

欧州

ASEAN代

ｲﾝド大

インドネシア大 ．

スラバヤ総

カンボジア大

シンガポール大

ｽﾘﾗﾝｶ大

タイ大

香港総

ネパール大

フィリピン大

ベトナム大

マレーシア大

ﾐｬﾝﾏｰ宗大

モンゴル大

ラオス大

豪大

シドニー籍

メルボルン総

ニュージーランド大

オークランド総

カナダ大

ICAO代

米大

サンフランシスコ総

シアトル総

シカゴ総

デトロイト鍵

トロント総

ハガッニャ篭、

ロサンゼルス総

国連代

EU代

ウイ
0 ●

OECD代

軍縮代

ジュネーブ代

オーストリア大

オランダ大

スウェーデン大

ストラスブール総

スロバキア大

チエコ大
公

デンマーク大

ポーランド犬

英国大
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(5)語学研修

錘皿ァ語学講師名

露語○英語 ○
○
○

〃

〃

〃

〃

〃

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

中国語○

Ｊ
１
Ｊ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｊ
ｊ
ｆ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
ノ

ノ
Ｊ
ノ
Ｊ
Ｉ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

韓国語○

″
″
″
″
″
″
″

仏語
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

○

葡語 ○
〃

伊語

Ｊ
Ｊ
Ｉ
Ｉ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｉ

独語
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

○

西語
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

○

－6－



(5)語学研修

馨簿竺篇雲睾圭崖美雪瀞=睾三鱒 睾ｮ睾舂震蟇==馬言=。
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

。
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
。

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
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一
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一
一
一
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

豊
蓋
蓋
爵
駕
篭
鴛
鱒
鴛
鶚
蕊
鱒
麓
瀧
蠅
麓
職
繍

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｂ

I

、

I

戸
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（6）外務講義

ア講義一覧【52時限】※時限数は増減する可能性あり （調整中）

ノ

講話【2】

事務次官講話

研修所長講話

政策講義【21】

国際法と外交

日本外交史

戦後処理・歴史認識

領土・主権をめぐる対外発信

安全保障政策

経済外交

日本企業支援

開発協力政策

広報文化外交

地球規模課題政策

国連外交

軍備管理・軍縮不拡散（原子力関連含む）

対アジア大洋州外交（3時限）

対米外交

対中南米外交

対欧州外交（含む対露，対中央アジア） ｛

対中東外交

対アフリカ外交

（_，

実務講義【21＋選択※4】

外務省の組織と任務

在外公館職員としての心構えと倫理（

、在外公館の運営 .‘

情報収集

情報防護

情報通信システム

文書管理・個人情報保護

※外交史料

(

ハラ

2時限）

スメンﾄ対策

－8－



､

危機管理・緊急時対応

外交・領事関係の特権・免除

便宜供与

プロトコールとエチケット

領事業務総論

在外公館警備・安全対策

地方連携

SNS情報発信強化

※語学学習法（2時限） （語学免除者は免除可）

赴任準備

在外勤務の福利厚生と在外保険

健康管理

メンタルヘルス

世界の宗教比較（2時限）

※テーブルマナー

日本文化講義【4】

茶道

華道

現代日本文化

日本酒

その他（調整中）

○任国事情ブリーフィング

○JAXA訪問

○外交史料館訪問

○領土・主権展示館訪問

○米国国務省日本語研修員との交流

．○テロ対策研修

(米国赴任予定者対象）

－9－
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【-部調整中】

(6)イ主要日程

で 、 可 も

1

－10－

日時 講義題目又は．行事 講師名

9月7日（月) 10:00-10:30

、 Q
10:30弓11:10

11:10-IM0

11920-12:20

13:30-14:30

14:50-15:50

16伽=16:30

16830-17:30

'17伽-#7釦

9月8日（火)CMO-1q50

11:10-12:80◆

13:30-14:50

ICM-幟”

16:50-17:50 .

9月0日（水）”30-10“

11:10-12:30

13:30-W:50

15:10-IMO

16:50-17“

9月10日（木）09:30-10:50

1(:18字(鯛0

I3:30-1"0

15:10-16;“

I6:50-17850"

9月I旧（金)09830-10;50

11:10-12:30.

13:30-14:”

15:10→16:30

16:50-17:50

9月14日（月）09:30-10畑

1刺0→12:30

I3:30.-14:50

15伽－1噸0

･9月14日（月） 16;50-1刑5

17価-1湖0

17釦-17850

Teams運用上の注意説明

研修概要．等の説明

開 講 式

所 長 ’ 識 話

外務省の組織と任務

在外公館職員としての心措えと倫
理、ハラス･メント対策

研儘所施設等の説明

自 主 研 惨

自 主 研 修

国瞭法 と 外 交

外交､領事関係の特権及び免除

日 本 外 交 、史

安 全 保． 障政策

情報．通信システム

地球規模課題政策

国 連 外 交

軍輪管.理、軍縮不拡散

対 米 ，外 交

自 主 研 惨

対アジア
（ 中国

大洋州外
、 稗

対アジア大
(ASEANマルヂ

対アジア
〈 南 西ア

交.①
国 ．）

洋州外交②
、東南アジア）

大洋州外交③
ジア、大洋州）

●

対 中 南 米外交

自 主

対欧 州
(除く対露、

研 修

外 交①
対中央アジア》

対 中 東 外 交

戦後処理・歴史詔職

領土・主権をめぐる対外発信

健 康 管 理

精 報 ・収 築

対アブ リ カ外交

開 発 協 力 政紫

在外公館の ．運営

対 ・蛾 州 外交②
(.対露、対･中央アジア）

自 主 研 修

北川達生研修所指導官
o

北川達生研修所指導官

●

凸

小泉勉 研修所長

尾崎壮太郎縄務課企画官兼首席事務官

金井正彰人事課長

難波竜太郎研修折率務主審

● ●

縮泊謝姶宿棟の説明会）

御巫智洋国際法局参事官

中山雄亮国際法課主査
｡

、

申

ウ タ

池田翔 総合外交政策局安全保障政策課繕猫鉦長
Q O

東山賊 情報通信課企画官

吉田綾 国瞭協力局地琢規摸課題総括課長

宮野理子総政局国運企画鯛整課長

大野.祥 軍鮨管理軍糖課長

藤本健太郎北米局北米第一課長

●
■

●

山下.陽一アジア大洋州局中国･モンゴノ鳴一課課長補佐
●

吉野浩平ア茨ｱ大洋錨局中国‘モンゴル第二課課長補佐

爾整中 アジア大洋州局

大蠣,剛 ｱジｱ大洋州局地域政策参事官室地域協力室長
●

調整中 南部ｱジｱ部

佐藤仁美南部ｱジｱ部南西アジア課地域調整官

八幡浩紀アジア大洋州局大洋州課首席事務官

山本佳奈中南米局中米ｶﾘブ課首席事務官

吉武将吾欧州局政策課長

長岡寛介中東ｱﾌﾘｶ局審議官

吉度朋子総合外交政策局鍵務課主任外交政策調整官

吉庚朋子総合外交政策局総務課主任外交政策調整官

平野加容子診療所長

調整中 第一国際情報官室
, ｡

村田便久夫ｱﾌﾘｶ第二課地域鵡整官

山本圭吾国蹄協力局政策課主査

南億二・ 在外公甑課長
■ ● ｩ

中西勇介欧州局ﾛｼｱ課首席事務官
●

･

武田善憲欧州局中央アジア･ｺｰｶｻｽ室長



！

昔
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日時 講義題目又は行.事 欝師名
夕

▼

9月15日（火）09830刑:56

く

:賊10~12:30

13:30~14:50

1厩10-16側0

16:50-17:50

9月16日（水）.09訓当10;60

11;10-12"

12:CO=12830

13:38-I4:50

幟20-倣祁

【5:”－【6:39

16850-17:50

9月1泊(*)09:30-(&60

11:10マメ2:30

I3:30-14850

15:10-1噸0

1M0-17M

9月18日（金）0邸螂“0

11:10-11240

IM0-12:30

13:30-14:50

15:10~(6:10

職30‐17;50

ﾘﾌﾞ:卯-厩”
。
◆
？

9月23日（水)09:30-1O:50

凸 ●

11810-(1:30

11:帥一{鋪0

1MO－側50

15;10-16:扣

16:30-16850

【6:50-1蘭0
● ■

9月24日（木） 1“0-14畑

15:10-1“0

16830-IM01

17:30-":50

9月25日（金） 16:加-17鋤

9月鵡日〈月） 戯30-14畑

15:10-168I0

16:30-1油0

17:30-17:50

.9月29日〈火） 13;80-紬50

． I副0－蛾10

9剛0日(水）

16:30-17g50

16830-17恋0

赴 任 準 備

在外勤務の福利厚生と在外保険

テープルマナ一

プロトコールとエチケット

自
》
』

主 研 僻

広報 文化 外 交

経 済 外 交

自 主 研 修

現 代 日 本 文 化

地 方 連 ． 携

自 主 研 陪

自 主 研 修

語学学 晋 ．法①

語 学 学習法②

世界の宗教比較①

世界の･宗｡教比較②

自 主 研 修

外 交

文書管理

史 一 斜

個人情報保護

自 主 研 修

メ ン タルヘルス

日 本 酒

自 ． 主 研 修

英語クラスオリエンテーション

領 事業 務総論

自 主 研 一修

講 謡

危槻管理・緊急時対応

便 宜 供 与

韻学研惨の

自 主 研

説明

惨

自 ・主 研 惨

在外公館警儀・安全対策

鯖 報 防 謹

擴報防護（個別講轆）

自 主 研 催

自 主 研 傍

在外公館警備・安全対溌

惰 報 防 迩

自 主． 研 修

華

自 主

道

研 偲

自 主 研 、 ・ 修
■

自 ． 主 ． 研 修

佐野香穂人事課赴任帰朝班長

宮川雄二福利厚生室首席事務官

■■■■■■■■
古田恵子儀典官室儀典溺整官

申 0

堀麗真吾広報文化外交戦略課首席事務官

松木曜一．経済局官民連携推進室長

‐ 』

｡ ｡

■■■■■■■■■■
栗原暖子地方連携室首席事務官

富塚

●

ー

、 ▲

彦外交史料館外交公文書霜蕊官
■ ◆ r 今

融尾悠大公文書監理室鯵務班長

争 争

吉!＃潔 人事課上席専門官蒙診療所覇所長

~ ．

樹象者めみ》
－

新通昌徳領事体制強化室長
● 0

秋葉剛男外務事務次官

○ 一

津田陽子危機管理遡整室長
、

●

笹原直記官房総務課課長補佐

田島昭湾研修所教務主事
● ●

●

｡

● も

谷川溌也在外公館課警備対策室長
● ､

折笠弘維情報防畿対策室長

大手紳太郎情報防護対策室主査

谷川雅也在外公館課警備対策室長
● ●

大山慣幸情報防誰討策室首席事務官

■■■■■■■

(対象者のみ課外活動）

樹象者のみ課外活動）

、 ､



｡
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可

～8勿一

■ ﾛ ‐

日時
● ｡

講義題目又は行事 講師名
q ℃

10月旧（木) 13:39-14:50

I剛0→18F”

18:30→17:30

17:3M7:50

10月2日（金> I"0-鋤50
■

ー 6

10月5日（月） i3:30-14:50

1闘0-16;10
●

18:30417"

〃:30-17350■

午後

10月6日（火) I"0-14:50

l5:1116:10

16忽0-17:50

10月7日（水)16:30=I7:50

10月8日（木）終日

10月9日〈金〉終日

沿月12日（月〉午後
nJ

【0剛3日（火）紬30－1輪0

1M0-RI6:10

18:30-17:50

”月(4日（水） I噸俳1湖0

10月胸曰く木》午後

10月16日（金) 16:30-17:50

ID月19日（月）午後

10月20日（火）餓30-14畑

1“0-16:10

16:30-.17;50

10月2旧:(水)16230-17:50

fOR22B(木）午後

10月2噸.（金） 16:30-.17畑

10月26日（月）午後

10月2噸（火) 13:3M4:50

蛾10→16:10

幟30-178脚

10月28日（水） 16畑-打850

10月29日（木) 13:30-14:50

1剛0-16:10

幟30-17:60

10月30日（金>16:30-17:50

自 主 研 惟

在外公館誉.蟻・安全対策

情 報 防 態

情報防謹（個別講義〉

自 主 研 鯵

自 主 研 惨

在外公館警備 力

●

安.全対策
9

情 報 防 議

白 主 研 修

任国事情ブリーフィング

自 主 研 ● p
●

修

自 主 研 修

自 主 研 修

自 主 研 修

自 主． 研 修

自 主 研 修

任国事精ブリーフィング

自 主 研 修

自 主 研 修

自 主 研 修

自 主 研 修

任国事情ブリーフィング

自 主 研 修

任圖事憶プリーフィング

自 主 研 催

自 主 研 修

自 主 研 修

自 主 研 修

任国事情プリーフィング予備臼

自 主 研 修

任国事情ブリーフィング予備日

自 主 研 修

自 主 研 修

自 主 研 …修

自 主 研 惨

自 主 研 修

惨
擴
修

研
研
研

主
主
主

自
自
自

ク 守

谷ⅢI雅也在外公館課警蟻対策室長

折笠弘維情報防季対策室長 や

朝井大介購報防護対策室総務班長

ザ

e
ら

●

● ､

谷洲1 3他在外公館課警礒対策室長

大山信幸情報防護対鑑室首席事務官
今 ●

(対象者以外は分割集合研修もしくは自主慨燭

(対錬者のみ課外活動)．

(対象者のみ課外活動〉

(配偶者研修〉

(配偶者研修）

4 口

｡ ■

●

(対象者以外は自主班掛

<対象者の砕謝卜活動〉

(対象者のみ課外活動〉

樹象者以外は自主研修)．

<対象者以外は自主研燭
● ．
‐

(対象者のみ課外活動）

(対象者のみ課外活動）

(対象者以外は自主既修）

(対象者以外は自主研燭

●

(対象煮のみ課外活動）

(対黒者のみ課外活動〉

●

● Q
吟

,■ ｡

勺■

■ ●
~

今



【
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→1列一

日時

●

講義題目又は行事 講師名

11月2日（月） 13:30-14;50

15:10-16:10

16:30-17850

!{月4日（水) IMO-17:50

1､1月5日(*) 13:30-14950

15:10-16:10

1棚O-17l50

川月6日〈金) 16:30-17850

11月眼（月) 13:30-14850

15:10-16:10

16:30-17850

II月10日〈火) 13:30-14:50

紬10-18:10

16:30-17;50

11月I旧（水） （6;30-17;50

11月12日(*) 13830-14850

1副0~(5:30

15:30-16:00

(6:”-17畑

11月13日（金) 16:30-17:50

11月16日（月) 13230一14:50

15:10-1剛0

, 16週0-17:60

11月1泊（火) IM0-14:50

11月18日（水）

11月19日（木）

l58iO-I6810

16:30-17;50

16:30-17:50

13:30-14:50

"I0-(6:(0

16:30-”;50

11月20日（金）,職30-17:50

11月24B(火)I3:30-I4:50

･ 15:10-16:10

16330-17:50

11月25日（水） 16:30-17:60

11月26B(木） 13忽0-14:50
GD

I副0-16810

16:30-I7850,

11月27日（金） 1銅0-1“0

15:09-16f20

1剛0-17畑

11月30日（月) 13:30-14:60

1卯0－鰄30

i78“

4

1

9

縢
修
修
修
．
惨
修
修
修
修
修
修
修
修
修
修
修
・
修
援
修
修
修
修
修
鯵
修
修
修
修
催
修
携
修
倦
修
修
修
修
修
道
修
・
修
修
修
式

●

白
●

・

●

研
研
研
研
研
研
１
研
研
研
研
研
研
研

研
支

句

研
研
研
業
研
研
研
研
研
研
研
研
研
研
研
研
研
研
研
研
研
研
研
研

睡
眠

■
■

主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
対

主

企

研
研
研
研

主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主

口
・
峰
不
．

C

G

1

j

0

0

了

自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
テ
自
日
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
茶
自
自
自
自
修

●

0

(対象者のみ課外活動〉

(対象者のみ課外活動:火蝿ｸﾗｽ擬替）

(対象者のみ課外活動）

(対象者のみ課外活動〉

､

■

〃

o ●

r G

ｵｵｺｼセキュリティ ●

松本曜一経済局官民連鵬推進室長

(対象者のみ媒外活動）

(対象者のみ課外活動）

●●

(対象者のみ課外活動）

●

千玄室 褒千家大宗匠

(対象者のみ茶道修了証授与式）

9 ｡ ､

■ ●

c c
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別紙1-1

令和2年8月24日現在

令和2年度第5部研修員配偶者及び
第乏回外務省員配偶者研修(案）

､

研修日程．

形式:オンライン

〆､6

ノ

Ｉ

ド

－14－

日 時 講 義 題目
● ■

①

講 師

辺且旦旦_(m

09:30-09:35

09:35-09:45

09:45領､'10:45

10:55～11:55

12:05～13:05

#4:05～15:05

15:15～15:35

15:50～16:50

幽旦蝋1
●

09:40-10:40

11:00-12:00
S

13:0Oｼ､'14:00

●

14:20～15:00

15:10－15:50，

16:10～17:10

研修概要説明

所 長 挨 拶

在外公館と.館員配偶者

赴 任
｡ ｡
準 備

子 女 教 育

在外生.活安全対策

情 報 管 ． 理

（ 華 道 ）
の ｡

健 康 管

メンタル ぴ、

理

ルス

エ チ ケ ッ ト

在外生活体験談①

在．外生活体験談②

（

C *

茶 ・道 ）

研修・所指導官

修． 所研 長

人事課首席事務官

人事課赴任帰朝班

子女教育相談室長
炉

警 備 対 策 室

情報防護対策室
C

（ 調 整 中 ）
、

｡ ●

外務省診療所長

外務省診療所副所長

元在バチカン大使館参事官

在外生活体・験者

在外生活・体験者

（ 調 整 中 ）



b

6
蛤

2.研修員名鱒

築合研修
(ハー､グループ分I『）
E一 ー

『

／

公正取引霊員会

公正取引震員会

公正取引委員会
■

I

P

■画
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■

集合研修
（A-Dグループ分け）

ふりがな氏名

文部科学省

－0便一ｰ
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集合珈鳫1
(A-Dグループ分け）
■

1氏急 「‘"” Ⅷ鵬膳 ｜省庁名専
■

研悠脂ふりがな氏名省庁名專研修員番号

農林水産省 ・

農林水産省

日90

gj01

農林水産省 ‘ロ92

農林水産省
－

農林水産省

、93

４
５
９
９

94.

95

0

＝

農林水産省
一

挫林水産省

弓I

098

農林水産省 口97

農林水産省 ､】98

農林水産省 二190

一一一

農林水産省 ，100

農林水産省 ｃ101

農林水産省 ，102

農林水産省 A103

農林水産省 A104

農林水産省 ，105

農林水産省 C106

農林水産省 C107

農林水産省 Af“

農林水産省 ，109

農林水産省 B110

農林水産省 劃111

農林水産省 別112

国土交通省 ロ113

圓土交通省 日il4

国土交通省 CI IS
’

国土交通省 C116
印

国土交通省 ハ1 17

国土交通省
ゆ
●118

国土交通省 A1 19

圓土交通省 8120

圓土交通省 A121

国土交通省 、122

国土交通省 C123

国土交通省 ，124

国土交通省 B125

国土交通省 C128

国土交通省
←

国土交通省

A127

B128

l 国土交通省 E1129

国土交通省 A130

｜
梱
一

13国土交通省 A1

国土交通省 Ａ

８

132

国土交通省133

国土交通省 ﾛ134
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国土交通街
一一

国士交通省

公財)海外挽劇刷力財団
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s研修上の注意事項

ゴ外務省研修所は､外務省設置法及び外務公務員法施行令等に基づき外務公務員としての素養や人
格を陶冶する場所として設けられている。研修員各位は次の謹憲事項に留意し､外務公務員として

の自覚を持ち、研修目標を達成するよう努めること。

法的には宿舎重なく庁舎扱いとしてなお､合宿練ば捌修所のｲ幅施設として併設されているが、

おり、合宿棟入居を許可された者以外の立入り及び宿泊は認おり、合宿棟入居を許可された者以外の立入り及び宿泊は認められていない。また､警備上の観点
から研修員以外の研修所敷地内への立入りは制限されているので､留意すること。

研修員各個ま次の事項に留意して下さい。
I

（1）勤務及び休暇

ア研修時間は､原則9時30分から17時SO分まで(園木憩S0～70分)とし､右時間内

は自主研修時間も含めて、研修に専念すること(研修はみなし勤務のため、研修時間内の外

出や研修に無関係な行為等は慎むこと)。

ｲ･研修所の出入りについては､平日7時SO分から18時30分までの時間帯は､正門征面
玄勵を使用し､入構の際は必ず警備員に身分証明書を提示すること。

（注)機械警備については、 『03)夜間及び休日における研修所構内警備jを参照のこと。 ．

ウ研修期間中嬢班修報告書を提出すること。 （未提出の場合､研修に不鋤ﾛとみなす｡）

工病気その他真にやむを得ない場合以外I鮴H雌取らないこと。

2日前までに〈:五輔参がある場合担当語…而へ連絡し)、オやむを得ず休暇を取る場合には、

｢進該ﾘ/欠席/早退許可願い｣を研修所へ提出すること。また､緊急に欠席/遅刻/早退す

る場合には､授業開ｳ揃にﾒｰﾙ連絡し(やむを得ない場合を除く) 、速やかに『届｣を提
出（ﾒｰﾙ)すること。外務省研修所で至急把握すべき事勵睦じた場合は､研修所事務室

(議舌O42-766-8101)>、樋雛すること。
(注)詳細については､別途配付済の資料｢研修期間中における出欠管曙割を参照のこと。

講義受講における注意 ‘ ・

身分証明書は､駈囚ごI蝋時着装のこと。

講義受講の際の服装については､原則として男性は上着･ネクタイを着用し､女性はぞれに
準じるH磯とすること。但し､5月1日から9月30日までの間は､クールピズ奨励期間中で

あることから､上着･ネクタイは着用しないことで差し支えない(10月1日以降であっても

気温が25度を超える場合はｸｰﾙピズ可能) ・
研修所内での服装については､研修時間外においても節度を保つこと。

受講時の飲食は原則禁止。

受講時はL携帯電話の音がならないよう設定すること。

ｊ２
ア
イ

く

ウ

ｆ

エ
オ

(3)研修等に関する蓮絡事項の掲示 、

研修に関する伝達事項及び研修員個人に対する連絡等はWob会議ﾂｰﾙ｢MIcfosoft
Teams」内に随時掲示するので、同掲示には常に細心の注意を払うこと。

･19．
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（4）役員

研修の円滑な実施を図るため、研修期間中、次の役員を設ける。

ア幹事及び副幹事

5部研修員から各1名ずつ指名するので､研修員のとりまとめ及び研修員を代表して研修

所側との連絡等にあたること｡

幹事:■■■研修員、 副幹事:■叶修員

イ語学クラス委員

各語学のｸﾗｽ毎に指名するので､日常の語学授業の実施に{宗る諸事項の連絡･調整を、
必要に応じて研修班"語学担当及び会計・庶務班と行うこと。

主な仕事は以下ゐとおり。
（ｱ)教務:謡訓修の時間割･講師･教材等に関して､各ｸﾗｽ研修員"講師及び研修所

側との連絡･調整
【

ウ合宿棟寮委員及〔幅1寮委員

研修所力噛名する寮委員及幅ﾘ寮委員は､合宿生活に関して研修所との連絡調整及び

緊急事態発生時の避難･誘導･点呼を行うこと。また、合宿棟内の風紀及び秩序を保

つことを任務とする。合宿棟入居者は､寮委員の任務遂行に自主的に協力すること。

寮委員:■■■■研修員､副寮委員:■■■■研修員

（5）研修所内教材用器具類及び図書室等の利用

ア必要に応じ、各項のとおり対処すること。

（ｱ)銅用器具類､または机､椅子等の備品獅徹陣ないし破損した場合､もしくは気づ
． きの場合には事務室に申し出ること。

（ｲ）自習のため語学教室を使用する場合は､平日7時30分から18時20分までを利用

時間とするので､機械警備が作動する でに必ず使用していた機器の電

源を切り､窓の施錠、消灯の上退去すること。

（ｳ）事務室用事務機器の使用は原則として認めていないが､特別な事情がある場合には、

事務室に申し出て許可を得ること。 ．

（ｴ）コピー機を使用する場合は､可能な限り両面モノクロコピーとすること。繊吉まり等

の故障を起こした場合は､次の利用者のため放置することなく、各自にて修復し､修

復不可能な場合には会計･庶務班に申し出ること。

イ図書室の利用時間については､次の通りとする。

通勤者：平日 7: ･SO～18:20

合宿櫛1用者:7:SO～24:OO

ウ図書室及び自習室では飲食及び大声での会話は厳禁｡特に夜間は静かに利用すること。

．備え付けの図書類鰯物品は大切に使用し､無断で持ち出すことなく必ず元の場所に戻すこと。

また、私物は放置しないこと。

（ ｶﾒﾗにて録画を行っているので､万が一､適正な利用方法が守られな

い事例があった際には、その後の利用につき見直しを行うこと．とする。

0

I

･20d
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〉

（6）研修所内における食事等 ． 、’

ア昼食については､土･日･祝日を除き､通常12時20分からの昼食時間帯､食堂において

注文弁当が販売される｡弁当の購入希望者は､出席簿に押印する際､付近に設置の弁当注文
表に当日9時30分までに押印し注文する二と。なお､代金は弁当と引換えに業者に支払う

こと。．

イ飲物等の自動販売機は管理･研修棟2階と3階のラウンジ､及び食堂に設置されている｡ ：

I

講堂､教室内での飲食は原貝臓禁(蓋ｲ糖の蜘抑持ち込みば届唯｡）全図書室内で但し、

蝋食は厳農一

(7〉研修所内における電話

ア研修所内の電話は私用目的で利用することは認めない。また、所内に公衆電話はないため、

外部への朧舌は各自の携帯電話を使用すること。

イ外部からの電話は､真に緊急｡やむを得ない場合を除いて取次ぎは行わない｡･伝言がある場

合には､相手方の連絡先を記した連絡ﾒﾓをﾒｰﾙで融pするので､各自にて確認し対応す
ること。

(B)研修所インターネットLAN

ア研修期間中､研修所インターネットLANの使用を希望する場合には、恥用パソコンの使

用及び研修所インターネットLAN環境利用申請書｣を提出すること。

イ研修棟(語学教室､図書館､ロビー)及び合宿棟(各居室､食堂)にWi-F.i環境を構築

している力誕部屋の位置や､ '利用力嘆中する時間帯などはつながりにくし蝪合もあることを

承知しておくこと。

（9）研修所構内駐車 、

構内駐車は原則として認めないが､合宿棟宿泊者が入退去日の荷物週般に私用車を入横する

必要がある場合には､事前に『駐車場利用許可申請書lを事務室に提出し許可を得ること。

(10)研修所における緊急時の対応

ア火災､地震等の緊急時における退避の際には､エレベーターを使用せず階段を使うこと。
イ火災識胤が鳴った場合には､最寄りの非常階段又は中央階段を使用して屋外へ退去し､隣接

する相模大野中央公園へ避難する。 。

（注）ヨ蝋階段口の開扉は、緊急時のみ使用可能。

ウ

(11）研修所における防火･防犯

､ア防火・胴EにIま､･全員が常に細心の注意を払うと共に､万一の場合を想定し非常口の確認を

しておくこと。貴重品は必ず携帯し、合宿棟や教室内等に力憶しないこと｡

烏合存除き、開閉存雲イ

－21‐
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出動する場合もある)。また､扉の付近及び階段踊り場には物を働､ないこと。

ウ研修棟と合宿棟の2職1分にある講堂屋上に通じるFアは､終日開閉を禁止している｡警報

は上記ｲの通りであり《注意すること。

状況によっては警察､潅工喫煙や煙の出る殺虫剤を室内で使用すると火災報知器力罎呉作動し、
ので控えること。誤って作動させた場合には研防署へも一声樋報され､出動する場合がある

修所職員に速やかにその旨連絡すること。

オ防火･防犯上不審な物を発見した時は､直ちlこ雲務室又は合宿棟警備管理人に連絡すること。

(12)研修所における環境,衛生､健康管理､その他

ア省エネ対策の一環として、こまめな消灯を徹底すること｡､

イ館内冷暖房は､外務省規則に基づき、夏期冷房（7月1日～9月30日） 、冬期暖房(12

月1日～3月3旧）を実施する｡なお､気象状況､室温に応じて調整運転を行う場合があ

るが､個別の対応はしないので､必要に応じて各自服装等で温度調節を行うこと｡ ‐
ウ各室の窓の開閉を行った場合は､最後に退出するものが必ず戸締まりの確認をすること。

工餐教室の机の上は､講義終了の都度､_艶趣き他にし,特に食堂や洗面所等は清潔を保つ
よう注意すること。

オ相模原市は資源ゴミのリサイクルを徹底しているため､ゴミは指定のゴミ箱に必ず分別して

捨てること｡また､すべての用紙類はゴﾐ箱に捨てることなく､各階設置のﾘｻやﾙ箱に
入れること｡なお､乾電池については､研修所事務室又は合宿棟鐵篇管理人ｶｳﾝﾀｰの専

用回1噸を利用すること。

力斑修駈庁舎内圃修棟及び合宿棟)は雷子ﾀパｺを含め全館禁煙である｡喫潤ま､夜間も含

め中庭の定められた喫煙エリアで行うこと｡なお､相模原市の条例により､相模大野駅から

研修所間を含む駅周辺ぱ､路上喫煙禁止地区となっている。

キ健康管理のため､研修員は研修所敷地内の運動施設(尉卜テニスコート､芝生(雨水調整池)）

が利用できる(平日:昼休み及び1B時～日没まで｡土日祝日:9時～日没まで｡）。但し、

運動用具は研修所には備え付けられていないので各自で用意し､退去時には持ち込んだ用具

を必ず持ち帰ること｡なお､芝生を痛める原因となる道具(ゴﾙﾌｸﾗプｰﾀｽパｲｸ等)の
使用は禁止｡_ﾃﾆｽｺｰﾄは整備が困難な状況にあり､苔等のため滑りやすくなっていると

ころ､使用に際しては細心の注意を払い､自己責任にて使用すること｡研修所1噸数の集合

住宅と近接していることから．､大声での会諦は騒音トラブルの元となるので留意すること。

ク研修受講中に体調力聴くなった時には､事務室に申し出ることにより、休息室(研修棟，階

112号室｡洗面台は修理中｡）を使用することができる｡また､医師の診療を受ける場合

には､事務所備え付けの診療所リスト(又は合宿棟利用案内畷急連絡先｣）を参照のこと。

また、急病に備え、各自で次の用意をすることが望ましいb.

，. ⑦常備薬､体温計及びマスク等､

（ｲ） 共済組合員証(医療機関での診察.治療に必要） ・

合宿棟宿泊者力淋日や夜間に急病となった場合には、 I相模原救急医療博鰕センター」

（平日:17時~翌朝g時､土曜日:1S時~翌朝9時､休日:g時-翌朝g職電話O42-

756-9000)に連絡し、受診可能な医療機関の案内を受けること。但し、歯科の場合

、

』

･22．
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、

は｢相模原口腔保健センター」 （ウエルネス相模原2F、電話O42－756-1501)に

電話すること。また、状況に応じ寮委員及び担当指導官等に連絡すること。 ．
－F ､

》

I

、

〃
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外務省研修所図書室利用規程

研修員による図書室の利用は以下のとおり運用するこ.ととし,研修員に対しては研修

要綱に下記を明記するとともに，オリエンテーション等で周知する｡“

本規程は研修所職員及びその他外務省員の図書室利用にも適用する。

1 利用時間

通勤者:平日 7 : 30～18 : 20

合宿棟利用者: 7 ; 30～24:00 (平日，体．祝日（除年末年始）とも）

〈いずれについても上記時間外の利用が必要な場合は事前の許可が必要）

2利用に当たっての注意事項

○図書室での飲食及び喫煙は禁止｡大声での会話等他の利用者に迷惑となる行為は厳に
慎むこと。

○備え付け図書.DVD!物品類は大切に使用すること。 ．
○利用した図書･DVDは必ず元の場所に戻すこと。

o物品類は図書室から持ち出さないこと。

○私物を図書室に放置しないこと。

○退出時の消灯，プリンター‘シュレッダー及び冷暖房等電気機器の電源オフ等，火気
の取扱いには十分注意するとともに,節電に努めること。但し､図書室のパソコンはロ
グアウトしないこと。

3貸出

図書の貸出を受ける場合は,必ず図書室備え付けの貸出簿に必要事項を記入すること。

貸出は2冊まで，期間は1週間以内とする。返却時に貸出簿に返却日を記入した上で‘
図書を元の場所に戻す。

I

’

(注：貸出禁止図書であっても，語学クラスで講師が使用する場合は，語学班図
書係の事前の許可を得ることで，語学教室への持ち出しを可能とする｡）

･ DVDIk,貸出希望のDVDのケース（図書室内DVD棚に配架）を事務室窓口に提
示し，貸出手続きを行う。返却時は, DVDディスクは同窓口に返却し,ケースは図書
室の所定の場所に戻す。

図書・DVDを紛失した場合及び著しく汚損した場合は,事務室に遅滞なく報告する
とともに，同一の図書･DVDを購入して弁済する。購入が不可能な図書、DVDにつ
いては，対応を事務室に相談する。

Ｉ
(了）
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貸出可能な図書

一般図書

外国語図書

政府刊行物

貸出禁止図書

新聞・雑誌

百科事典

年鑑

各国語辞書

大型地図帳
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2研修所幹部

研修所長

総括指導官

指導官

指導官代行

指導官代行

教務主事

事務主事
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S.研修所等主要連絡先

r
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○外務省研修所

所在地 〒252-0303

神奈川県相模原市南区相模大野4丁目2番1号

電話(代） “2-766-8101

FAX O42-766-1766

携帯電話番号■■■■■ (緊急連絡のみ）北川指導官代行
1

O研修所本省分室 電話(代）

電話(直）

FAX.

03-3580-3311 （内線)4191もしくは5946

■■
I

○外務省 〒100-8919

束京都千代田区霞が関2T目2番1号

電話(代) 03-3580-3311

〃 （ｹ‘ｲﾔﾙｲﾝ)03-5501-8000-(内絢

､乞
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１ロ

(研修所関係法令〉

1・外務省設置法(抄）

（藤惇事務） 第4条第28号
一

2.外務公務員法(抄）
●

（研修） 第15条

s・外務省組織令(抄）
（

(外務省研修所） 熱3条

4.外務公務員法施行令(抄）
●

（外務省研修所） 第1条の2

、

5.外務省組織規則(抄）

： （外務省研修所の位置）

（所長及び副所長）

（#蝉官等）

。 （研究主事等) ．

峰
操
蝶
蝶

識
議
無
難

6.外務職員の研修に関する省令(抄）

． （研修の目的〉

（研修所における研陶． ，

（研修命令の取消し）

条
条
条

１
２
８

第
第
第

7.外務省研修所母鯵規則

（研修の区分）
（研修方法）

（研修の委嘱）

ノ

第1条

第2条

第3条

第4条
第5条

第6条

第7条

第B条

第9条

↓

(ﾀ鰯漕職員以外の者に対する研修）

(通信による研修）

(規･律）

(研修の結果の*鵬識

(上級幹部翻懐員） ，

(執務細則） ．
９
－
■
８
●
０
，
二
■

『


